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凡例　時＝日時　所＝場所　容＝内容　対＝対象　条＝条件　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など　料＝料金
　　　募＝募集期間・方法	 受＝受付　持＝持参するもの　問＝問い合わせ先

5月
福
　
　
祉

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
か
ら
の
　

お
知
ら
せ

	

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３（
①
・
②
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９（
③
・
④
・
⑤
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

	

18
ペ
ー
ジ
）

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（

	

18
ペ
ー
ジ
）

【
①
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
】

対
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
65
歳
以
上
で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
人		

①
要
介
護

１
～
３
の
市
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人		

②
要
介
護
４
、５
の
人　

料
掛

布
団
：
２
０
０
円
、
敷
布
団
：
２
０
０
円
、

羽
毛
布
団
：
３
０
０
円　

毛
布
：
１
０
０
円

※
枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。　

募
５
月

22
日
（
月
）
ま
で
に
申
出
書
を
提
出

【
②
在
宅
生
活
復
帰
支
援
サ
ー
ビ
ス
】

容
介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
で
在
宅
で
の

生
活
を
希
望
す
る
人
が
、
一
時
帰
宅
中
に
利

用
す
る
介
護
保
険
と
同
等
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
本
来
全
額
負
担
と
な
る
利
用
料
の

【
②
障
が
い
者
ア
ー
ト
作
品
展
】

時
５
月
18
日
（
木
）
～
31
日
（
水
）

所
▽
鳥
取
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
出
展
団
体
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
か
ら
ふ

る
」、
い
ろ
ど
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
っ
こ
、

鳥
取
県
立
鹿
野
か
ち
み
園
「
わ
び
す
け
」　

▽
清
流
茶
屋
か
わ
は
ら
道
の
駅（
出
展
団
体
：

書
道
タ
ー
ト
ル
ズ
）
▽
中
央
図
書
館
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
出
展
団
体
：
鳥
取
市
デ
イ
ケ

ア
「
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
」、
松
の
聖
母
学
園
）

【
③
第
37
回
ふ
れ
あ
い
広
場
】

時
５
月
27
日
（
土
）
13:

00
～
16:

00

所
鳥
取
産
業
体
育
館
（
天
神
町
）　

容
福

祉
事
業
所
即
売
会
、
模
擬
店
、
も
ち
つ
き
、

ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

【
④
障
が
い
に
関
す
る
ご
相
談
は
…
】

　

身
体
障
が
い
や
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族
か
ら
の
日
常
生
活
を
送
る

上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
や
助
言

を
行
う
身
体
障
が
い
者
相
談
員
・
知
的
障
が

い
者
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
各
種
相
談
に
応
じ
る
相
談
支
援
事

業
所
が
市
内
に
12
カ
所
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
、
相
談
支
援
事
業
所
の
連
絡
先
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
先
に
お
た
ず
ね
い
た
だ
く

か
、
本
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一
部
を
助
成　

対
現
に
介
護
保
険
施
設
に

入
所
し
て
お
り
、
近
い
将
来
の
在
宅
生
活
復

帰
を
目
指
し
、
連
続
し
て
４
日
以
上
の
一
時

帰
宅
を
行
う
人　

利
用
期
間
：
連
続
し
た
一

時
帰
宅
を
行
っ
て
い
る
期
間（
10
日
間
ま
で
）

額
選
択
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費

の
お
お
む
ね
９
割
に
相
当
す
る
額
（
介
護
度

お
よ
び
日
数
に
よ
り
限
度
額
が
あ
り
ま
す
）

【
③
認
知
症
高
齢
者
等
ご
近
所
見
守
り
応
援

団
協
力
店
登
録
募
集
】

容
認
知
症
の
人
を
理
解
し
、
見
守
り
や
声

か
け
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所
な

ど
を
募
集
。	

※
登
録
後
、ス
テ
ッ
カ
ー
交
付
。

募
電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

【
④
介
護
予
防
運
動
教
室
登
録
事
業
者
募
集
】

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
目

的
に
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
通
い
の
運
動
教

室
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
の
内

容
は
審
査
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。	

募
電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

【
⑤
認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い
　
～
毎
月

第
2
金
曜
日
開
催
～
】

時
５
月
12
日
（
金
）
10:

00
～
12:
00

所
さ
ざ
ん
か
会
館（
富
安
二
丁
目
）　

容
認
知
症
の
問
題
や
介
護
の
悩
み
な
ど
の

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
交
流
を
す
る
場　

料
無
料

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
次
の
各
セ
ン
タ
ー
で
も
受

け
て
い
ま
す
。

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
鳥
取
県
支
部
）

　

毎
週
月
～
金　

10:

00
～
18:

00

精
神
疾
患
で
お
悩
み
の
ご
家
族
へ

　

鳥
取
市
精
神
障
が
い
者
家
族
会
は
、
精
神

障
が
い
へ
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
広
く
家

族
・
一
般
の
人
へ
普
及
啓
発
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
活
動
の
３
本
の
柱
】

■
「
何
で
も
話
そ
う
会
」
で
日
頃
の
悩
み
を

話
し
合
う
気
楽
な
話
し
合
い
の
会
の
開
催

■
定
例
学
習
会
で
、
家
族
の
対
応
の
仕
方
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
年
金
の
こ
と
に
つ
い
て

の
ミ
ニ
学
習
会
や
研
修
会
の
開
催

■
本
人
・
家
族
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け

る
た
め
の
啓
発
活
動
や
課
題
に
対
す
る
要

望
活
動
の
実
施

　
「
一
人
で
悩
ま
な
い
で
」
同
じ
境
遇
の
「
わ

か
り
合
え
る
仲
間
」
に
出
会
う
こ
と
は
回
復

へ
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
鳥
取
市
精
神
障
が
い
者
家
族
会
事
務
局

（
障
が
い
福
祉
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
７
４

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
６

鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
生
活
援
助
型
）
の
協

力
会
員
募
集

　

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

	

０
８
５
９-

37-

６
６
１
１

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
渡
辺
病
院
）

	

０
８
５
７-

39-

１
１
５
１

家
族
介
護
者
の
集
い
　
　
　
　
　

「
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」

時
５
月
17
日
（
水
）
10:

00
～
12:

00　

所
駅
南
庁
舎
地
下
第
一
会
議
室
（
富
安
二

丁
目
）　

対
家
族
介
護
者
ま
た
は
介
護
に
関

心
の
あ
る
人　

容
講
演
「
フ
ッ
ト
ケ
ア
の

大
切
さ
に
つ
い
て
」　

▽
講
師
：
こ
う
ほ
う

え
ん
看
護
師　

料
２
０
０
円
（
資
料
代
な

ど
）　

募
５
月
12
日
（
金
）
ま
で

問
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
駅
南

庁
舎
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

障
が
い
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
駅
南
庁
舎
障
が
い
福
祉
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
７
４（
①
・
②
・
③
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
７
５（
④
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
６

【
①
鳥
取
市
障
が
い
者
週
間
が
始
ま
り
ま
す
】

　

毎
年
５
月
23
日
～
29
日
は
「
鳥
取
市
障
が

い
者
福
祉
週
間
」
で
す
。

　

鳥
取
市
は
、
平
成
元
年
に
福
祉
都
市
を
宣

言
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
全

て
の
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
障
が
い
者
を
は
じ

め
誰
も
が
尊
重
さ
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
ま

ち
に
こ
こ
ろ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
!!

る
よ
う
、
簡
単
な
家
事
な
ど
の
援
助
を
行
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
生
活

援
助
型
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

容
要
望
に
応
じ
て
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

し
、
援
助
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
会
員
の
募

集
（
登
録
料
・
会
費
無
料
）　

▽
援
助
内
容
：

食
事
の
準
備
・
後
片
付
け
、
掃
除
、
病
院
な

ど
へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
軽
度
で
専
門
性
を

要
し
な
い
も
の		

額
報
酬（
１
時
間
あ
た
り
）

▽
平
日
（
７:

00
～
20:

00
）	

６
０
０
円

▽
平
日
（
20:

00
～
７:

00
）	

８
０
０
円

▽
土
日
・
祝
日
（
終
日
）	

８
０
０
円

▽
12
月
29
日
～
１
月
３
日
（
終
日
）	

８
０
０
円

問
鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
：
さ
ざ

ん
か
会
館
１
階
）

	

０
８
５
７-

22-

７
４
７
４

	

０
８
５
７-
39-

２
７
６
２

問
新
市
域
の
各
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

国
府
町　

	

０
８
５
７-
22-

１
８
８
０

福
部
町　

	

０
８
５
７-
75-

２
３
３
７

河
原
町　

	

０
８
５
８-

76-
３
１
２
５

用
瀬
町　

	

０
８
５
８-

87-
２
３
０
２

佐
治
町　

	

０
８
５
８-

89-

１
０
２
２

気
高
町　

	

０
８
５
７-

82-

２
７
２
７

鹿
野
町　

	

０
８
５
７-

84-

３
１
１
３

青
谷
町　

	

０
８
５
７-

85-

０
２
２
０

と
り
っ
こ
カ
ー
ド
は
お
持
ち
で
す
か

　

市
内
在
住
で
小
学

校
入
学
前
の
お
子
様

を
含
む
３
人
以
上
の

お
子
様
が
い
る
家
庭

（
第
３
子
妊
娠
中
の
人

も
可
）
に
と
り
っ
こ

カ
ー
ド
を
発
行
し
ま

す（
手
続
き
が
必
要
）。

協
賛
店
に
提
示
で
、
お
店
ご
と
の
子
育
て
応

援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
所
と
し
て
協
賛
店
も
募
集
中
。

問
駅
南
庁
舎
こ
ど
も
家
庭
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
６
７

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
５

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

	

18
ペ
ー
ジ
）

学生のみなさん、
学生納付特例制度に
ついてお知らせします
〜在学期間中の保険料を社会人になってから納め
ることができる制度です〜
　学生のみなさんも20歳になると国民年金に加入しなければ
なりません。しかし、学生の人は一般的に所得が少ないため、
本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される「学生納付特例制度」があります。学校教育法に規定す
る大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学
校および各種学校（修業年限1年以上である課程）に在学して
いる学生のうち、本人の前年所得が下記計算式で計算した金額
以下であれば、学生納付特例制度が利用できます。
【所得の目安】
118万円＋（扶養親族などの数×38万円）＋社会保険料控
除額など
■既に国民年金に加入している学生で学生納付特例制度の利
用を希望する人は、次の手続きが必要です。

【平成28年度に学生納付特例の承認を受けている人】
　平成 28 年度に学生納付特例を承認され、平成 29 年度も
同じ学校に在学する人は、※『学生納付特例申請書（ハガキ）』
に必要事項を記入し、返送することで学生納付特例の申請が
できます。この場合、学生証の写しまたは在学証明書の添付
は不要です。
※ハガキは 4月上旬までに日本年金機構が発送済。ただし、
手続きが本年 2月以降の人は随時発送。

【平成29年度新たに学生納付特例を申請する人、在学する学
校を変更する人、在学予定期間の最終年度が変更になった人】
　学生納付特例申請書の提出が必要です。
申請に必要なもの
〇年金手帳
〇学生証の写しまたは申請する年度に証明された在学証明書
〇認印（本人が署名する場合は不要）
〇会社などを退職して学生になった人は、次の書類のいず
れかが必要です。
　◎雇用保険被保険者離職票（コピー可）
　◎雇用保険受給資格者証（コピー可）
　◎雇用保険被保険者資格喪失確認通知書（コピー可）
問鳥取年金事務所　 	0857-27-8311
	 駅南庁舎保険年金課
	0857-20-3484		 	0857-20-3407


